













Dual-Image of Japan Among the Young Generation  
in Modern China




 The young generation in modern China keeps a dual-image of Japan with a pro-Japan sentiment on its 
cultural contents, and an anti-Japan sentiment on political issues. A number of approaches exist for 
analyzing this subject. This paper surveys the related theories on the connection between mass media and 
nationalism to demonstrate the diversification and centralization of information on the dual-concept 
phenomena.
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このように、一人が愛国を叫んだら、十人が叫ぶようになり、十人が叫んだら、さらには百人が叫
ぶようになる中、「愛国主義」というイデオロギーが定着していく。
おわりに
　以上、現代中国の若年層が合わせ持つ文化面における親日感情と、政治面における反日感情は、
「情報の多様化」と「情報の集中化」によってもたらされたものであるといえる。文化面における親
日感情は、日本のドラマ、アニメ、音楽、ファッションなどに関する多種多様な情報を若年層が個々
の趣味選好に基づいて選択する中で生まれてくるものである。この種の情報選択には、大衆社会に
おける孤立した個人がアイデンティティを維持したいという深層心理が潜んでおり、日本大衆文化
の浸透は若年層の持つ孤独感を解消する一つの出口として理解することができる。他方、政治面に
おける反日感情は、「敵」である日本に関する情報が集中化する中で生まれている。新聞における政
治報道の集中や、テレビにおける戦争映像の繰り返しなど、若年層の持つ侵略者であった日本のイ
メージは、従来のマスメディアを通して形成されてきた。侵略者であった日本のイメージに基づく
反日感情はさらに、現代の日中間における利益衝突によって刺激され、インターネットを通して過
激な排他的ナショナリズムにエスカレートしていく。この種の情報選択には、揺るぎのない民族的
まとまりを追求したいという深層心理が潜んでおり、反日ナショナリズムの高揚もまた若年層の持
つ孤独感を解消する一つの出口として理解することができる。異なるレベルでのこの二つの深層心
理は、二つの対日感情を分離させつつあり、近年の反日ナショナリズムの高揚はこの現実を物語っ
ている。そのうえ、現代中国の若年層が持つ二つの日本観は決して同一水準ではないため、日本の
大衆文化の受け入れにより、反日感情が徐々に消えていくといった楽観的な予測をすることは、今
の時点では難しい。また、現代中国ナショナリズムの台頭は、世界からの不信と不安を募らせるだ
けではなく、中国国内の安定を乱す可能性も高い。したがって、マスメディアとナショナリズムの
関係を考察することによって、現代中国ナショナリズムの目指すべき方向性を提言することが今後
一層重要になっていくだろう。
